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「再活」×２ 

 

不動産を「再活」し、日本を「再活」する。 

2023 年９月 28 日 

各位 

会社名 株式会社アルデプロ  

代表者名 代表取締役社長 椎塚裕一  

（コード番号 8925 東証スタンダード）  

問合せ先 取締役常務執行役員 
荻坂昌次郎 

 企画本部長 

（TEL 03-5367-2001）  

 

（差替）社外調査委員会の調査報告書公表に関するお知らせ 

 

 

当社は、昨日 2023 年 9 月 27 日付で「社外調査委員会の調査報告書公表に関するお知

らせ」を開示しておりましたが、当該ファイルに技術的不備があったため、あらためて

正しい設定でのファイルにて開示いたします。なお、記載内容に変更はありません。 

以上 
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「再活」×２ 

 

不動産を「再活」し、日本を「再活」する。 

2023年９月 27日 

各位 

会社名 株式会社アルデプロ  

代表者名 代表取締役社長 椎塚裕一  

（コード番号 8925 東証スタンダード）  

問合せ先 取締役常務執行役員 
荻坂昌次郎 

 企画本部長 

（TEL 03-5367-2001）  

 

社外調査委員会の調査報告書公表に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年９月 22日付「社外調査委員会の調査報告書受領に関するお知らせ」にて

お知らせしましたとおり、９月 22日付で社外調査委員会からの調査報告書を受領しており

ましたが、個人情報及び機密情報の保護の観点から、部分的な非開示措置を施しておりまし

た。本日、非開示措置が完了しましたので、別添のとおり、調査報告書（開示版）を公表い

たします。 

 

記 

 

1. 社外調査委員会の調査結果について 

 社外調査委員会の調査結果につきましては、添付の「調査報告書（開示版）」をご覧くだ

さい。なお、調査報告書につきましては、個人情報及び機密情報の保護の観点から、部分的

な非開示措置を施しておりますことをご了承ください。 

 

2. 今後の対応について 

(1) 過年度の有価証券報告書等の訂正 

当社は、社外調査委員会の調査結果を受けて、有価証券報告書等の訂正報告書の提出

ならびに 2023年７月期第３四半期決算短信の訂正を 2023年９月 29日に行う予定であ

ります。 

 

 (2) 2023年７月期決算短信の発表及び有価証券報告書の提出 

2023 年９月 14 日付「2023 年７月期決算発表の延期に関するお知らせ」で公表した

とおり、決算発表にあたっては、社外調査委員会からの調査結果を受けて、決算数値の

確定作業を行う必要があったため、2023 年７月期決算発表日について延期とさせてい

ただいておりましたが、本日付で公表しております「2023 年７月期決算発表の確定に

関するお知らせ」にてお知らせしたとおり、2023 年７月期決算短信の発表日につきま

しては、2023 年９月 29日を予定しております。また、2023年７月期有価証券報告書に

つきましても、2023 年 10月 31日までに提出する予定です。 
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 (3) 再発防止策の策定 

当社は、社外調査委員会の調査結果を真摯に受け止め、同委員会の再発防止策の提言

に沿って速やかに具体的な再発防止策を策定し実行いたします。具体的な再発防止策

につきましては、決定次第改めて公表いたします。 

 

この度は、株主・投資家の皆様をはじめとする関係者の皆様には、多大なご心配とご迷惑

をおかけしておりますことを、改めて心よりお詫び申し上げます。 

 

以上 









































































































































































































































































































































































 

デジタル・フォレンジック調査の概要 

 

1 調査目的 

 当委員会の委託を受けた株式会社 foxcale（以下「foxcale」という。）は、本件調査

を実施するため、デジタル・フォレンジック調査を行った。 

 

2 調査手法 

foxcale は、対象者の会社貸与又は個人利用デバイスに含まれる電子データ及びメ

ールサーバに保存されているメールデータ（添付ファイルを含む、以下同様）並びに

ファイルサーバ内の全データを保全した。保全したデータの概要は以下のとおりで

ある。なお、個人利用と記載されていないデバイスは、ARDより業務上貸与された

ものである。 

 

対象者 保全対象 手続 

椎塚 裕一 

デスクトップ PC foxcaleが保全 

ラップトップ PC foxcaleが保全 

個人利用のスマートフォン foxcaleが保全 

メールサーバ上のメールデータ foxcaleが保全 

個人利用のメールデータ foxcaleが保全 

o氏 

ラップトップ PC foxcaleが保全 

個人利用のスマートフォン foxcaleが保全 

メールサーバ上のメールデータ foxcaleが保全 

個人利用のメールデータ foxcaleが保全 

d氏 

デスクトップ PC foxcaleが保全 

ラップトップ PC foxcaleが保全 

個人利用のスマートフォン 

foxcale が保全。一部のアプリケ

ーションは、写真撮影により保

全。 

メールサーバ上のメールデータ foxcaleが保全 

個人利用のメールデータ foxcaleが保全 



e氏 

デスクトップ PC foxcaleが保全 

ラップトップ PC foxcaleが保全 

個人利用のスマートフォン 

foxcale が保全。一部のアプリケ

ーションは、写真撮影により保

全。 

メールサーバ上のメールデータ foxcaleが保全 

従業員全て メールサーバ上のメールデータ foxcaleが保全 

共通 ファイルサーバ上のデータ foxcaleが保全 

 

3 メールデータ及びドキュメントデータの調査 

(1) PC 及びメールサーバから保全されたメールデータ及びドキュメントデータの調

査 

PC 及びメールサーバから保全されたメールデータ及びドキュメントデータにつ

いては、専用ソフトウェアにてデータベース化処理を施した上で、調査用レビュープ

ラットフォームである「foxcope-DI」へのアップロード作業を行った。 

「foxcope-DI」にアップロードしたデータに対して、当委員会が設定したキーワー

ド等を用いて絞り込みを行い、その結果得られたデータのレビューを行った。レビュ

ー数については以下のとおりである。 

 

No レビュー対象データ レビュー数 

1 メールデータ及びドキュメントデータ 21,833 

合計 21,833 

 

レビュー体制については、当委員会が策定したレビュープロトコル（レビュアー向

け指示書）に従って、foxcaleによる一次レビューを実施した。 

一次レビューにおいて重要と判断されたデータ 350 件を対象として、当委員会に

よる二次レビューを実施した。当委員会による二次レビューの結果、詳細検討が必要

とされたデータについては、当委員会によりヒアリング等の追加調査が行われた。 

なお、上記のほか、調査の過程においてレビューの深堀が必要であると判断された

特定のやり取り等については、設定したキーワード等の条件に関係なく当委員会が

一連のやり取りを広くレビューする等の対応を実施した。それらの結果、重要と判断

されたデータについては事実認定等に利用された。 

 



(2) スマートフォン内のデータの調査 

スマートフォン内のデータについては、SMSや LINEを含むテキストメッセージ

及びドキュメント関連データを抽出し、椎塚社長、d氏及び e氏については左記のデ

ータの全てをレビューし、o氏については、当委員会が設定したキーワード等を用い

て絞り込みを行い、その結果得られたデータのレビューを行った。また、写真撮影に

よる保全を行ったスマートフォンについては、foxcale による写真データの一次レビ

ューを実施した。 

一次レビューにおいて重要と判断されたコミュニケーション 18件については、当

委員会による二次レビューを実施した。当委員会による二次レビューの結果、詳細検

討が必要とされたデータについては、当委員会によりヒアリング等の追加調査が行

われた。 

 

以 上 

 

 




